
令和８年度 「命の教育」推進全体計画  

清瀬市立清瀬第四小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科の指導目標の達成をめざす中で、命の教育を推進する。 

国語 

人間と人間との関わりの中で、互いの立場や考えを尊重

しながら言葉で「伝え合う力」を高める。言語を通して適

切に自己表現をする力や理解する力を高める。 

社会 

人々が相互に様々な関わりを持ちながら生活を営んで

いることを理解する。自らが社会生活に適応し、地域社会

や国家の発展に貢献しようとする態度を育てる。 

算数 

見通しを持ち筋道を立てて考え、表現する力を育てる 

考えを表現する過程で、自分のよい点に気づいたり、誤り

に気づいたりするとともに、互いに学び合うようにする。 

理科 

生命の連続性や神秘に気づき、自分自身を含む動植物は

お互いにつながっており、周囲の環境との関係の中で生き

ていると考え、生命を尊重しようとする態度を育む。 

生活 

 具体的な活動や体験を通して、自立への基礎を養う。 

 身近な人々、社会、自然と直接関わる中で、自分自身や

自分の生活について気づくことができるようにする。 

音楽 

表現及び鑑賞の様々な活動を通して、活動することを楽

しんだり、音楽に感動したりする体験を積み重ねること

で、感受性や情操を養い、豊かな人間性の育成を目指す。 

図画

工作 

 感性を働かせながら、作り出す喜びを味わうとともに、

そのことから造形的な創造活動の基礎的な能力を培い、豊

かな情操を養う。 

家庭 

 生命の維持や心身の成長発達などに関わる人間的な営

みを学ぶことで、生活における自立の基礎を培うとともに

家庭生活を大切にする心情を育てる。 

体育 

 心と体を一体としてとらえ、適切な運動の経験と健康安

全についての理解を図る。生涯にわたって運動に親しむ資

質や能力を育てる。楽しく明るい生活を営む態度を育て

る。 

重点 低学年 中学年 高学年 

１ 
 

命の存在や命のつながりを知る。 

 

命には限りがあることや、命の尊さが分かる。 
自分の命と自分の生き方を考えるとともに、それらを

主体的に実現しようとする。 

２ 
 

自分や友達のいいところに気づく。 

 

 

自分の好きなところが増え、相談できる友だちがいる。 

 

自分なりの視点を持ち、それを増やしながらいろいろ

な立場から考えられる。 

３ 

 

自分や友達の違いに気づく。 

 

トラブルの原因を考え改善したり、自分の行動をふり返りな

がらよりよい方向を考えたりする。 

自分の考えや思いと、友だちの考えや思いについて話

し合い、相手の見方、考え方を受け止めることができ

る。 

４ 
自分の思いで行動するだけではなく、友だちの思いに

気づき、行動する。 

 

自分の立場と相手の立場とを合わせて考える。 

 

様々なことについて友達と素直に話し合い、互いの考

え方が理解できる。 

 

人権尊重の精神の下、「新たな時代に心豊かでたくましく生きる児童」の育

成を目指す。 

○すなおな明るい元気な子 

○なかよく力を合わせる子 

◎よく考えやりぬく子（重点） 

○自然に親しむ子  

○清瀬第四中学校との連携 

小中連携の学力向上と児童・生徒理解を図る。 

○幼稚園・保育園との連携 

話し合いを通して、適切な連携を図る。 

学校教育目標 関係法規 

日本国憲法 教育基本法 学校教育法 

教育関係諸法規 学習指導要領 

清瀬市教育委員会教育目標・指導の重点 

○子どもの実態 

明るく活発に行動する。縦割り班活動などに

より異学年交流が深まっている。目的や場に

応じて自分で判断し、行動することが苦手な

面が見られる 

○保護者の願い・地域の願い・教職員の願い 

学校、保護者、地域の連携を深め、児童のよ

りよい発達、一人一人の個性や可能性を生か

し、児童の笑顔あふれる学校を目指す。 

 

 

発達段階を考慮した教育活動全体を通

して、自尊感情を育て、自己肯定感と

自己存在感を高める取組を推進する。 

「命の教育」推進に向けた課題 

 

１ 人権教育の推進                                    
 ・人権尊重の精神に基づき、互いの人権を尊重し、自他の命を大切にする教育を教育活動全体で推進する。道徳教育の充実を図り、自他のよさや違いを認め、関り合い、支え

合っていく心豊かな児童を育てる。 

２ 望ましい人間関係づくりのための指導の充実                                               
 ・縦割り班活動での異学年交流や国際交流の活動を充実し、他者を思いやる望ましい人間関係と集団の一員としての自覚を高める。教相談体制の充実を図る。 

３「伝え合う力」の育成 
 ・児童の発達段階を考慮し、全教育活動における言語活動の充実を図り、児童の思考力、判断力、表現力、コミュニケーション力を高める。 

４ 生命尊重にかかわる指導  
 ・道徳や日常の活動において、「心の教育」「命の教育」を充実させる。命の大切さを考える体験や学習の機会を増やし、自己理解や他者理解を深める。                              

     

「命の教育」の重点目標 

低・中・高学年別目標 

各教科における「命の教育」 
 

 

[道徳教育目標] 

○未来への夢や目標を抱き、自らを律し

つつ、社会や公共のために何ができる

かを考え、世界の中で信頼される日本

人を目指す。 

○生活経験の語り合いや副読本の活用、

説話などを通して道徳的価値を自覚

する力、自尊感情、未来を拓く主体性

のある豊かな感性を育てる。 

○自分と人や環境、動植物との関わりを

考え、｢共に生きよう」とする実践的

態度や心情を育てる。 

［道徳の時間の指導方針］ 

○発達段階をふまえ、各教科や総合的な

学習の時間などと密接な関係を図り

ながら、これを補充、深化、統合して

いく。 

○生命に対する畏敬の念や尊重する態

度の育成、主体性のある日本人を育成

するため、その基盤としての児童の内

面に根ざした道徳性を育成する。 

○道徳的価値と人間としての生き方に

ついて自覚を深める。 

○｢人間としてよりよく生きていく｣た

めに道徳的実践力を育成する。 

「特別の教科 道徳」 

 

問題の解決や探究的活動に主体的、創造的、協

調的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考え

ることができるようにする。 

 

集団の一員としてよりよい生活や人間関係を

築こうとする態度を育てる。自己の生き方につい

て考えを深め、自己を生かそうとする能力を養

う。 

 
 

栽培活動や飼育活動などを発展し、食育と関連させ動

植物や人間の命について考えられるようにする。 

特別活動における「命の教育」 

総合的な学習の時間における「命の教育」 

その他の教育活動における「命の教育」

う教 

 

・明るく清潔な学習環境作りに心がける。 

・習熟度別学習、学習サポーターを活用し、個に応

じたきめ細かい指導を工夫する。 

 

・災害や事故から身を守る方法を知り、予測しなが

ら行動することの大切さに気づく。 

・自分や他者の命は大切であるということを理解し、

安全を守るための実践的な態度を養う。 

 

・家庭や地域との連携を図り、児童の望まし

い生活習慣作りを進めるとともに、親子のふ

れあいや家庭学習の定着、安全で友好的な地

域社会づくりを図る。 

学習環境の充実・整備 安全教育の充実 家庭･地域との連携 

 

 外国語の音声や基本的な表現に親しみながら、

コミュニケーション能力の素地を培う。 

多様な物の見方や考え方があることに気づく。 

外国語活動における「命の教育」 


